
 

 
 

 

 

 

GIGAスクール構想とデジタルアーカイブ（３） 
～自分に適した学びの資料の選定と 

自分で学ぶカリキュラムを作る～ 
新田 直（元池田小学校）、 
眞喜志 悦子、齋藤 陽子、鈴木 里香（岐阜女子大学） 

 

 GIGA スクール構想の目的の中には、情報端末、高速通信、多様なコンテンツを保管し、

一人ひとりに良質な学びの提供がある。（SDGs の目標の（４）にも”質の高い教育をみんな

に”がある。） 

 さらに、新しい社会（生活学習）の観点からも一人ひとりが自分の学びのカリキュラムを

構成する力の育成が必要とされている。 

 これに対し、これまでの教育情報システム等を用いた実践例を紹介する。 

 

１．一人ひとりの学習状態に適した学習プリント、教材の選定 

 池田小学校（岐阜県）はオープン教育がなされ、一人ひとりが自

分の学びの状況に適した学習プリントを棚から選んで学習が進め

られていた。各学習内容について棚の中からホップ、ステップ、ジ

ャンプの三種類の中から自分に適した学習プリントを選択し、学習

が進められていた。その後、岐阜大学カリキュラム開発研究センタ

ーの教育情報システムからパソコンに問題の提供を受け、学習者の

レベルに対応した学習プリントを構成し、提供していた。 

 

 
棚から自分に適した学習プリントを選び学習（池田小学校にて）……教育データベースの基礎となる。 

パソコンに学習内容と出席番号を入力（個別の学習プリントを出力し学習）池田小学校にて 
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資料のデジタル化・保管・流通・活用等の実践紹介 



このように一人ひとりに適した学習資料の提供は、高知市の前田先生が夏休みの課題、ま

た、愛知県旭丘高校の山田克美先生が物理などで実践をされていた。また、教材データベー

スを利用した CAI の学習コースなどの実践研究が進められていた。また、教材データベー

スを用いて学習項目の構造化（系列化）の研究もなされていた。 

GIGA スクール構想で一人ひとりに情報端末をもたせ、最近の新しい処理方法を活用し、

いかに役立つカリキュラムを提供するかが課題であろう。 

 

２．自分でカリキュラムを構成する（個人学習法の発展） 

 岐陽高校の岡崎久先生は、1990 年頃、個人学習

法として、生徒一人ひとりが自分で、学びのコース

（教材の選定も含め）を決め、主体的な学習の方法

を実践されていた。その方法は、単元の最初の時間

に学習目標の設定とその課題について考えさせ、

次の時間に多様な関連資料（書籍、実験、問題、ビ

デオ教材等）について情報提供し、その中から生徒

は、自分の学びの順序を選び、別に記入する。（計

画を立てる）これを先生に見せ問題点の指摘を受

け、改善し１単元の学習（数時間）を始める。この

時、学びの結果は自己評価し記入する。全体の評価

を先生が生徒と話し合いながら決める。 

 このような学びのプロセス、教材の選定、評価を

学習者自身で進めていた。 

 これは、現在であればデジタルアーカイブに保

管されている教材を用いて実践が可能である。自

分自身で学びのコースを決め、教材の選択は、今後

の生活学習の重要な学びの力であり、その育成がされていた。 

 ぜひ、GIGA スクール構想で生活学習の基礎として”学ぶ力“を育てる方法を、デジタルア

ーカイブを用いて工夫したいものである。このためには、どのようなデジタルアーカイブ

（特にメタデータ）を構成すべきか基礎的な研究をすべきである。 
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